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少子高齢化の進行

○ 我が国は、人口に占める高齢者の割合が増加する高齢化と、出生率の低下により若年者人口が減少する少子化が同時に進
行する少子高齢化社会となっている。

（出所） 総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の将来推計人口（平成29年4月推計）：出生中位・死亡中位推計」（各年10月１日現在人口）。

（万人）

15～64歳人口

65歳以上人口

14歳以下人口

高齢化率
（65歳以上人口の割合）

65歳以上人口のピーク
（2042年）

15～64歳人口のピーク
（1995年）

（約50年前）
1965年

（50年後）
2065年

（2017年） （％）

9,921

12,653

8,808

1



3.65

2.00
2.13

1.75

1.54

1.36 1.39
1.45

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

1950 1960 1970 1980 1990 2000 2010

都道府県別合計特殊出生率
（２０１５年）

１位 沖 縄 １．９６

２位 島 根 １．７８

３位 宮 崎 １．７１

４位 鹿児島 １．７０

５位 熊 本 １．６８
・・・

４３位 宮 城 １．３６

４４位 秋 田 １．３５

４５位 京 都 １．３５

４６位 北海道 １．３１

４７位 東 京 １．２４

（出典） 厚生労働省「平成27年人口動態統計（確定数）」

合計特殊出生率の推移
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今後の人口減少の見通し（消滅可能性都市の分布）
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（出所） 日本創成会議・人口減少問題検討分科会。

人口移動が収束しない場合において、２０４０年に若年女性が５０％以上減少し、
人口が１万人以上の市区町村（３７３）

人口移動が収束しない場合において、２０４０年に若年女性が５０％以上減少し、
人口が１万人未満の市区町村（５２３）

※ H25推計に基づく資料
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名寄市の人口推計 （H30.3社人研推計）
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前回推計及び人口ビジョン展望人口との比較
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